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生意気言います
豊橋ホサナキリスト教会牧師森川昌芳

同盟教団の国外宣教は、来年で３５川年を

迎えようとしております。この間、多くの

宣教師が起こされ、風土文化の違いを越え

て労し、峨ってきてくださったこと、今も

戦っていてくださることに、厚く敬意を表

する次第です。しかし最近私が感じること

は、同盟教団の中に国外宣教熱がかつてよ

り大分薄らいでいるのではないかというこ

とです。これが私ひとりの心配であれば幸
いですが。

私が３ｚ１年前、初代の（国外宣教卜部長を

任ぜられたとき、どこへ行っても国外宣教
に対する賛否両論で花が咲きました。当時

は「時期尚早論」が圧倒的で、たえずその

論争の的とされていましたが、それだけ同

盟教団の牧師たちが国外宣教に関心を持っ

ていたということだったのでしょう。牧師

が関心を示さないのは、それを無視してい

るからでしょうか。

その後、実際宣教師が起こされて、台湾、
インドネシア、またタイに遣わされること

によって、教団の中に自ずと国外宣教熱が

広まりました。しかし最近、一部の牧師た

ちを除いては国外宣教についての論議が殆
どされなくなったように思われるのです。

そしてこれが事実であるとしたら、これ
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印刷・㈱いなもと印刷

は同盟教団にとってゆゆしい問題であると

思うのです。なぜなら教会の頭でいます主

イエスがご覧になっているのは仝世界であ

るからです。主は「目を上げて畑を見なさ
い。色づいて、刈り入れるばかりになって

います。」（ヨハネ４：３５）また、「聖霊があ

なたがたの上に臨まれるとき、あなたがた
は力を受けます。そして、エルサレム、ユ

ダヤとサマリヤの全土、および地の果てに

まで、わたしの証人となります。」（使徒１：

８）とおっしゃっているからです。そうし

ますと、もし世界宣教を念頭に置かない教

会があるとすれば、それは頭でいます主イ
エスから離れた、ｌ賢霊を内に宿していない

教会になるのではないでしょうか。そして

もしそうだとしたら、その教会で毎週みこ
とばを取りつぐ牧叩に大きな責任があるの

ではないか、と、自らを深く反省している

のです。つまり自分の牧する教会が、常に

世界宣教に目覚めていないとしたら、その

牧師の聖書の読み方、解き明かしがどこか
違うのではなかろうかと自分白身に言い聞
かせているのです。主イエスの宣教命令は

今も変わりありません。「全世界に出て行

き、すべての造られた者に、福音を宣べ伝
えなさい。」（マルコ１６：１５）と。



２附録世の光第５７６号１９９８年９月１日発行

：ネ，パール極西部の新しいプロジェクドに
ネ パ ー ル 医 療 宣 教 師 吉 持 厳 信 ・ 弘 子

新しいプロジェクトの候補地を探るため、

今までに約１０箇所程の地を訪ねました。前
回書かせていただいたピピコットもそのう

ちのひとっです。現在私たちが考えている

新しいプロジェクトの候補地の条件は、

１）霊的な必要のあるところ。（ぅね伝地）

２）医療的に必要のあるところ。

３）車が通ることのできる道があること。

４）ＴＥＡＭに対して｀欣迎的な地域。

５）安全性がある程皮保証できる地域。

等です。この内１）、２）、４）については、何
の説明もいらないでしょう。３）については、

病院を建てる際、ま友ニリｉｙ・ｊ院に薬などを補給

するのにも、車の通れる道がないと約２倍
の費用がかかる。５）については、ネパール

の一部の１１【岳地域では、最近、毛沢東主義

者と名乗る人々のテロ活動が活発化してい
ること。

候補地を訪ねるにあたり、いろいろな現

実を知らされました。それは以下の点です。

１）ネパール極西部はほとんどが未伝の地

であること。

２）幾つかの地域では、諸外国の援助、あ

るいはＩ止界銀

行からの融資
により病院の

建物だけは建
っていたが、

病院が全く機

能していない
こと。

３）多くの地域

で医療水準が

-

ていつ

とても低かったこと。

この内、２）については、アチャンのサフ

ェというところを訪れた時の話ですが、山

の上に巨大な病院が建てられていました。

建物はオランダからの援助で建てられたそ

うですが、これからどうやっ’（ｙ迦営してい

くかは、めどがたっていないそうです。大

きな病院は運営するにも多くのお金がかか

る。国際援助というものが、-一時的で大き

なものより、小さなものでも糾続的なもの

の方がよほど大きな援助ができるのだと、

思わされました。皆さんが続けて私たちを

支援してくださることは、ネパールの人た

ちにとって、本当に大きな援助なのです。

新しい候袖地のための祈祷課題

１）よい候補地を選ぶために知恵が与えら

れるように。

２）新しいプロジェクトの同２返書がネパー
ル政府との間で良い条件で結ばれるよう

に。

３）新しいプロジェクトのための命差ｉ斉的必

要がみたされるよう。
４）新しいプロジェクトの為の人的必要が

、 み た さ れ る よ う 。 看 護 婦 は
ｑ‘訓こ必要です。
皆さま、これからも続け

熟 て ネ パ ー ル の た め に お 祈 りｌｌ⊆：１ｊｌくださり、ご支援ください。

皿 ４ ． １ ｋ - ｚ ・

ア チ ャ ン ・ サ フ エ の 病 院 の 建 物
運 営 の め ど が た っ て い な い

ＩＯピビコットベ

●ダンデルデュラ
○サフェ

中 国
エベレスト

ネ ハール 〇 カ トマ ン ズ

※ＴＥＡＭネパールによるプロジェクト。まだ病院のない地域に新しく病院を建てるため、候補地をさがしている。



- こ成長するために
タ イ 宣 教 師 松 下 展 久 ・ 紀 美 子

２年４ヶ月振りにタイから帰国し、支援

ブロックを中心に約１ヶ月間で３０の教会と

４つのキャンプを訪問・デプテーションさ

せていただきました。スピードのタイ宣教

から、じっくりみことばに聞き入り、報告

に耳を傾け、かみしめるように、また心を

注ぎ出すように応答の祈りをしてくださっ

た目本の多くの兄弟姉妹方の姿が印象的で

大変感激しました。さらに、次々と意欲的

に質問してくださる姿にも感謝しました。

訪問先の教会の先生方、兄弟姉妹方が本
当に配慮してくださり、特に車もお貸しく

ださったことで、家族で日本縦断デプテー

ションができましたことを、改めて御礼巾

松下宣教師一家の報告会に出席して
横浜上野町教会宝子山千鶴子

３ｊ１末、当教会でｒｌｌｔ界宣教の祈りと献金の昨」を
もりた際、折りの中からタイの松Ｆ展久ご人夏のお働
きに目が留まった。松下師は、（タイから）多くの折
衿課題と共にスライド・パネルを送ってくださった。
そして７Ｊｊ」、松下師ご一家は帰国の祈、当教会を訪

れてくださった。Ｆこれから皆さんにｒｔ川をします、
もたった人にはプレゼントがあります。。」と元気な大
人の声。地図とスライドを前に［タイの竹祁はとこで
すか口「タイにはいくつの同盟の敦会があるでしょ
うか！」このクイズ形式は、泌然と聞いていた私たら
を俄然活気づけ、真剣に耳を傾けさせるに充分であ９
だ。貧富の差が激しく、食料のある時のみ空腹を満た
す階川の人、Ｕ仰年数２年で元の生活に戻ってしまう
人たち。スラム生活で心も身体もボロボロの中で、松
下師ご夫妻を通してイエス様の愛を具体的に知ってい
く。御言葉を学びながら人としての皆妬悍収り戻すこ
とによって神のみこころを行うように牧会される帥ご
夫妻のご労には並々ならぬ忍耐と祈りがあると思う。
しっかりタイの状況かインプットされ、これからも
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松下宣教師
一家

し上げます。神様が行く先々で、祈りの中

でお会いしたかった方々と不思議に会える

ようにしてくださり、御名をあがめました。

８月３１ロ明）、タイヘ戻ります。神の子

として成長しつつあるタイの兄弟姉妹たち

が、さらに「キリストにある成人として」

（コロサイ１：２８）立つための手助けを、タ
イフィールドの先生方と共に協力してやっ

ていきたいと願っています。そして、今ま

で以上に日本の教会の皆さまとタイの兄弟

姉妹方が、共に成長していけるような体制
を築いていきたいと祈っています。

報告会の様子（横浜上野町教会）

折り続けていくことが出来るよう、そしてまたこのよ
うにしてお証しを迦して学び、共に主の業に参加させ
ていただける恵みを心から心謝した。タイはもうよそ
の吋ではなく、祈りにおいて身近な国となった。それ
が嬉しかった。

- ■ 一 ａ ｊ 一 一

松下宣教師一家は、７／２７（月）～８月末までのデプテ
ーション（宣教報告）を終え、８／３０（日）茨木聖書教会に

て派遣礼拝を行い、８／３１（月）関西空港よりタイヘ戻り
ます。受け入れてくださった諸教会の御配慮と皆さま
のお祈りを心から感謝申し上げます。これからの働き
のため、続けてお祈りください。国外宣教委員会
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ｊ万 芳 社 区 で の 宣 教
台湾宣教師鈴木敏子

万芳婦人会

いつも万芳教会を覚えてお祈りくださり

ありがとうございます。

万芳社区（ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ）は、政府が退役

軍人のために山を切り開いて作った社区の
ーつですので、緑に囲まれた美しい所です。

最近はモノレールも通り、交通も便利にな
って、移り住んで来る人も多くなってきて

います。

現在、台湾の一般的な傾向として、殆ど
の主婦が職場に出て働くようになり、万芳

教会も私の行きました時から、松年会（老
人のため）はあっても、婦人会はありませ

んでした。

万芳社区の人々（婦人）とコンタクトを

取るために、手っ取り早い方法として、生

け花、手芸、お料理などを教えながら、伝

道することに致しました。初めの一時問は、

讃美と聖言の学びをし、残る一時間半は、
これらの小を教えています。不思議なこと

ワンファン・万芳教会婦人会

■ 国 外 宣 教 短 信 ・
◇タイの川｜コ倫子宣教師は、第一期の働きを
終えられ、９月２９日（火）に帰国し、１ｎ』２６
日（木）まで各教会をデプテーションのため
訪問する予定です。移動が守られ、デプテ
ーションが祝されるようお祈りください。

◇中村孝宣教師は、辿院治療を続けています。
回復のためお祈りください。

リ
に、日本食は健康食と思わ

れて、人気があるのです。

手芸は、家に針も糸もないという人が多く

て、びっくりしました。これも吽代の反映

かと思わされています。月謝は収らず、材

料費だけですので、結彬喜んで来ています。

聖書の学びも、全員が未信者ですので、初

めは何のことかわからなかったようですが、

最近は心を開いてよく質問も出ます。
この婦人会を始めました頃、他の教会で

も松年大学（老人の学び）というのを川い

て同じ様な活動を始めました。内容は、そ

れぞれの教会によって違いますが、伝道の
一環としているようです。

今年３月に召された王胡春月姉妹は、町

角にビラを貼ったり、たくさんの人を連れ
てきてくれました。私にとって一番困りま

したのは、巾国語で化の名前とか、料理用

語が分からなくて、辞書と首っ引きで準術

をしなければならず、説教の準備より大変

でした。最近は、陳岫卿姉妹が、お花を受

け持ってくれるようになり、大変助かって
います。この機会を通して、これらの人々

が、一日も早く、救いにあずかるようにと

祈りつつ、奉仕に励んでおります。
お祈りいただけましたら幸いです。

国 外 宣 教 研 修 会
とき：１１月２３日（月）
場所：茨木聖書教会

皆さまふるってご参加くださし


